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ヨード泊障碍に関する実験的臨床的研究（其の二）
モノV ヨド－；vの刺戟性に関する化学的生物学的研究に就いて

京都大学医学昔1！・後形外科空手教室（近跨鋭矢教授指導）

大学院特別研究生，医学博士森 益 太
大学院特別研究生払医掌士服 部 奨

MASUTA MORI and SUSUMU HATTORI 

(II) BlOLOGl:)AL AND PATHOLOGICAL STUDIES ON THE CHANGES CAUSED BY 
”MOLJODNL”INJECTION. 

We examined biochemically and pathologically the effects caused by the injec-
tion of 付おfoljodol”． The results obtained were as follows; 
I. Impurities, such as free iodine or acid substances, could not be detected in 

the何Moljodol”weused. 
2. A very small amount of acid substances separated gradually from "Moljodol", 

and diffused into the cerebrospinal fluid, but their quantity was so small that we 
could not suppose them to be a cause of disturbances by myelography. 
3. A small amount of iodine, separated from 作Moljodol’＇， appeared in the 
relatively early stages (within 24 hours) after myelography and di妊usedinto the 

cerebrospinal :fluid. However, it was di伍culttecchnically to prove free iodine in 
the cerebrospinal :fluid, because it combines immediatly with protein in the cerebra-

spinal fluid. 

4. Injecting "Moljodol”subcutaneously in mice, we examined the biological 
e妊ectson local tissue. These were proved to be of a very slight acute and 

transient inflammatory nature similar to those of controls injected with physiologic 
saline solution. 
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首l1j報に於いて本邦製モ J~ a ドー凡注入後，脊髄院内

には必ず侮く軽度にして一過性の無菌的急性化製性炎

症の生起することが認められ，叉天児氏は家兎脊施燃

にリピヨドー Jt＇ョデイヒ• y，モルヨド－ J~等を注入し

軟艇に円形細胞浸潤を認めている事を述べた．止t等の
i}j'見：，ヨー ド泊注入後J）副作用Tこる所謂ヨー ド泊早矧

障縛の裏付けとなる可寺他符的所見である事は疑f.tjの

余地のない所である．此等の所見！主ヨード泊。J有ー：－る

脊鎚院内刺敏性に帰すべきである；，此の刺磁性の木

休は一体何に悶るものであろうか.P的 erρ925J）氏

は穿刺探液其の他機械的戸子IJ.1外；右臆防時 ：原因なり

と述べた．大内氏（1935)' アミリ己氏， 東氏等の論文：二

依れば，ヨード泊障碍の原悶に就いて，Lindblom氏

｛土ケ；／ll由ft有宇野なれどコ・マ泊fj:：喉筈なれ依ってケシ

油を母休とするリピヨド｛凡の刺裁は泊自身に在り，

コ・マ1由を母体とするヨヂヒ•:yは泊自身に刺織なく ヨー

ドの刺裁に原因すと推定l,Oljenick氏は沃度は泊と

有機的に堅く結合していて髄液中では決して遊離する

ことはないから，刺段物質は沃度f白から遊離する脂肪

酸によると述べていろ．大内氏は沃度にしても，脂

肪酸にしてもそれら化学的産物は長期に頁りて徐 に々

発生すべきものにして，其の障停泊：注入後続昨日にし

て出現し且. •）消失j－るを説明し尽せず，更に化学的刺

宅金絶無なる単なる穿刺叉は空気注入等に依りても時fこ

同様の降鰭あるを想起し，止と等の障碍の主因はむしろ

脊髄院内異物として主主仁狭き脊髄院内を通過する際に

加わる機械的刺銭として発現作用する物E理学的刺設に

存し，化掌的刺肢は之に附随すべきものと述べてい

る．

上迭のま日くヨード泊障碍の原因について諸家の説く

所は必ずしも一致しない．之2有ーを大別して物想的原闘

と化学的原因とに分ち得る．物想的原閃としては鎚液



"' re 

長孟l

ヨード泊陣得1・こ関する実験的臨床的研究（其のこ） 4n7 

より異った比＇¢：， ；／＇（，性立v.に表而張力等を有すろf由ヵ：狭
間接なる脊髄院内に於いて中継神経系に及ぼす機械的非

生珂的制裁であ：.）.化学的原悶としてはヨ｛ド1由自身

震は其の分解I産物の持つ化学的刺般で之に属するもの

に刷ヨード泊自身ο有「る油開化学的刺験，（ロ）ヨー
ド泊の水解に依る遊離（ヨード加）脂肪酸の刺験，レカ

沃度の遊離に依る沃度自身の劇l裁がある．

Peiper，大内氏も述べ文寄人も経験するま口く，単な

る髄液の穿剰j液抽出等の後一過性の軽い発熱，珂精等

の副作用を経験する事もある現在，何人も此の機械的

刺験説を否定する事は出来たい．然Li物想的原悶がヨ

ード1自陣縛の斗悶をなすと考こられる場合は，例えば

大内氏の如く化学的因子に著明なものなしと認められ

る場合に於いてであらう．以下簡単にそルヨドールの

有する化学的因子について考察すると，上述Lindblom

氏に依ればモ凡司ドールの製法は，ケシ泊を母体とす

るからリピヨドールと同様泊其者に刺戟性を有するの

ではないかと思われる．然しモルヨドールは鎚股注入

後数年間の長期に頁ウで其の間何らの後期陣停をも起

さない．若Lf由自身に刺銭性ありとすれば注入夜後に

引絞~何等かの刺載症状を比較的長期間惹起しても良
い筈であると思う．第3の脂肪酸説に対しては注入後

液中に脂肪酸の発生する場合は次の3つの場合カ、考え

られる．第1に注入直前のヨード油製剤中，，こ其分解産

物としての脂肪酸が既に存在しているのではないい，

第2に注入後液中に於て油開化学的酸敗現象として泊

が自然氷解じ脂酸を生ずるのではないか，第3は後液

中1曲が第素化聖学的にリパーゼ物質の媒介に依り急速に

分解して脂酸を生ずるのではないか．私達は此等の疑

問をモルヨドール製剤に於いて実験的に検討し，泊水

解による酸性分E誌の分離現象l土驚く程微量緩慢である

事を確認し，本脂肪酸説に対し否定的見解を抱くl二至

った．

第4ヨード説に対しては上述 Lindblom氏の外，

Peiper氏はヨード泊注入後ヨードパセドウ氏病を起す

場合があるといご叉苓島氏らョード泊たるヨヂピンは

皮下に注射すれば1～2日後ヨードアルカ リの形とな

って尿中に緋被せられると述ぺている．止t等の所見か

ら脊髄牒内lこすれ、て沃度を遊離する可能性ば絶無とは

考えられない．私達は髄液中遊離沃度の確認という同

題に対し狼自の立場から多少の実験的検討を加え，木

沃度説に対して一つの実験的根拠を与え得る事となっ

た．

私達は更にJlt等の化学的検討と平行して生物学的研

究な行つご，モルヨドー JI,の刺戦性について病理学的

に検討を加えた．苅lちマウスの皮下に小ーな£cっそ1iヨF

－凡な注射し泊の周閤皮｜予!J.織lこ生起する炎疲機転を

超主主体染色法及マイギムザ二重染色法に依って時間的

に顕微鏡f：ニ於！，、て追求L，注入泊の周囲には極ιろて

軽徴緩慢なる一過性多核白血球遊間の生起することを

認め，上述せる化学的研究と相侯って本邦製ヨード泊

たるモルヨドールカ：極めて剰験性の少い良質の油脂で

あるニとを磯認すると共に，本動物実験に際し皮下に

起る無蔚的炎症の経過及性質が人の脊髄牌内tこ生起す

る前報一連の成績と克く一致L，人休に於ける諸現象

を説明L.il"納得せしめるに足る成債を収得することを

得た．

実験方法姑に実験成績

A. 化学的実験

(1) 製剤モルヨドール（下降性40%）のpH，緩衝

自信，蹴雌性物質及遊離沃度の含有量に関する吟味．

モルヨドール 5ccを試験管に収め38"Cの蒸溜水2～

3 ccを加え充分撹持する．遊離脂肪酸を含む酸性物質

は駒時にして溶解す る筈であるから聖書く室温に放置す

る．

pHは 6.1（対照蒸溜水5.6),10-2N・NaOH2滴．二依り

pHは直ちに7.2に移動し，対照蒸溜水のpHの移動と

大差を認めない．此の試験管に1%ヨ戸ド加星波1cc 

を加え飽和可溶性被粉数滴を混じても試験管液に青色

を認めない．

本実験に依ればモルヨドー JI,製剤中遊脅雌性緩衝性

物質（脂肪酸を含む）及びヨードを全く証明し得ない．

(2）弱アァLカリ性水溶液中に於けるヨード治（モル

ヨドール．下降性，40%）の自然水解現象に関する実験．

試験管内モルヨドF ）~ 5 ccに蒸潟水5ccを加え捜狩

L，之にN/10・NaOHl滴合加えればpHB.5附近の上
請を得る．依ってフエノーJI,ブタレイシ数滴を加える

と上清は紅色を呈する．此上清は緩衝能力なく少量の

酸性物質の分解に依ってpHは敏感に酸性倶I］に移動す

る筈である（実験（1)).

此の試験管を 3BTに24時間保置すると液の紅色は

槌色するが消失しない． 120時開放置し脱色Ltこ液に

0.07ccI0-1N・NaOHを加えれば再び紅色を皇しpHB.5

に復旧する．フェノールフタレイシ脱色のpHは8.0で、

あるから，沃度泊5ccは2Vl搾H：二蒸溜水Sec山 pH0.5

内外の移動に要ずる極白〉て少量の酸性物質を自然分解
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（水解）すJ・此の物質は恐らく脂肪酸であろう．

人の脊髄液中に於‘？るモル ヨド－1'の水解現象に関
する実験．

人の脊髄液5cciji：ニモルヨド－11-5 ccを力n：乙少誌の
トルオールを加える．充分~持して pH7.5をmる．之

に少filのブェノーJI,／タレインを加え，更に微量の10

_, !¥・'¥aOHを加えてフェ ノ－nブタレイY の徽紅色
を皇せしめ，此の時液什pHB.2とする．対照実験とし

て髄液5ccにトルオ｛凡 7えび フェノ ~11-7 タレ イ て，

更：ニ同様に少量、つ10-ZN•'\aOlf を加え pHB.2 の同色

調液を作る．止l：ゾ）~ 本の試験管を同時に 38 Cの勝卵

待•I，に保管す；〉．対照管は日を追って漸次紅色を増す

に反L ，沃度泊試験管I~恨めて徐々に紅色の滋色え

認め48時間にしで脱色する． 120時間後世E色試！保管；二

10-1父・NaOH0.08ccを滴下し対照試験管と同調の紅色

を得fニ・

上述νJ実験成績は試験管内弱アルカリ性蒸溜水中に

於ける沃度泊の自然水解値と，人の髄液中に於けら水

解値とは 3WCv1:.於ー：殆んど全く同」伯1示したもの

で，モ11-ヨドー・1レは髄液中に於いて防素的分解な受け

る事なく専ら水溶液中に於ける自村水市平に依って極め

て僅微量り酸性物質，，，.分離するものである事を示して

いる．

(3) 中性附近1＇）水溶液中に於けるモルヨドール の沃

度分離に関する実験．

燐酸緩衝波及び蒸溜水と 10-1l'\•1\aOH 液の補助の

下に pH5, 6, 7, 7.5, 8, 9山JJ(ffl淡え作り，之に等誌。

モルヨドー Ii-を加λる．沃度の確認は澱粉反応に依っ

た．各種pH溶液加沃度1由液は3SCC1週間を経ても液

中遊離沃度は証明出来ない． （表1) 

表 1

試験管 No J 1 I 2 ¥. 3 J 4 I 5 J 6 [71τ 
pH げ I6 I 7 I 1.s 1 a I 9 I 6 I a 
壬 7レヨドールい）ccI Sec I 5rc I Scc I Scc I Sec I 5rc I 5cc 

綬術液（n/10,I 5cc I 5cc' 5cc I 5αI 5cc I 5cc 

蒸if11水 I I i I I ~ I 5cr I Sec 
ヨ＼：色反応｛efM'f!!,l・IRI：色；由叫！！叫1Mt!,[1~~1!!,1無色l無色

質量作用の法則に従えば各pH溶液中lコ沃度は遊離

反応を営もうとするが，液中に遊離しよう とする沃度

を溶解せしめる務線的物質の存在コ：ない為， 沃度•＇ ＞ j/li:
隊現象b妨害されて居る車二考，ーられる．依って沃度

の草寺妹として1%沃度加Wi後，t予～液1.j1にi添加する時

． 

ーは沃度は24日寺間内に一斉に遊離する． （表2)

沃度は澱粉溶液内に於ても漸次溶解L分子状に分散

し2 やがて澱粉粒子と結合L皇色反応を呈するに至

る．中性附近の各種pHi殿粉液中にそILヨドF ILを混

ずるに矢緩り十数時間以内に泊J脅表商に青色の；沃度反

応合聡認する．上述の実験成債はモルヨドー凡は中性

乃至弱アルカ リ性水溶液中に於いて沃度結合物質の混

在する時は，1由！吾表商力、ら24時間以内に明かに沃度の
ヨぇ 2 

試験制oi1 I 2 I 3 J 4 J s i 6 I 7 I a；詰
pH 

モルヨド
-1レ

緩衝液
(n/10) 

蒸 if."17!<.
1%ヨー
ド加.!11.液

5 6 

Sec Scc 

Sec Scc 

lee lee 

8 9 

Sec Sec Scc Sec 

Sec Scc Sec Sec 

lee lee lee lee 

青色i青色（N色｜l'J!i・色l背色一
ヨード
早色反応

遊離する事品、確認せられた．

6 日

Scc Scc 

Scc 5cc Scc 

lcc lee lee 

背色｜青色ー

任）髄液の沃度待合能力に闘する実験．

沃度加盟澱粉墨青色反応；確認限界濃度の10倍前後の

沃度含有沃度加星波に小量の飽和澱粉液を加えて青色

液を作成すふ 此｛ソ；11l；二五常人の髄液を滴下すると青

色は急速に消失し無色透明の；伎に変ずる．之と全く同

様の早青色反応；液に0.1%Peptoe,0.1%Gelatin, 0.1% 

Casein液を滴加すれば同様に且つより急速に沃度青色

反応、は消失する事を確認した．沃度液粉呈膏色反応.Ii

沃度分子と澱粉分子との聞に起る特殊的結合に依る反

応で，其 。，本体（土現今化掌界に於ける未解決現象の一

つであるが，此の結合は少くとも化学的化合現象では

ないとされている．沃度と蛋自体との結合は化学的化

合現象で此の結果一般に沃度彊白を形成寸る．例えば

沃度と Caseinとは化合して沃度Caseinを形成い

此の結合は対i妓粉結合より更に一段と強固にして親和

性に富む． I:.)主実験 1日く呈青色沃度澱粉反応；ヵ：

Peptone, Gelatin, Caseinの添加に依って消失す一る所

以（土，これら葱白系物資は澱粉と一旦結合した沃度を

怒って此と化学的化合現象を呈するからである・又実

験的J二髄液を除蛋白したものでは木青色脱色反応を皐

し得ない事，:c ~raょんた．

此：手 ・運＇）／jl(:筒 Jトら人の鎚液中に於刀工，沃度と澱

粉と J，結~休から沃度在容し、之と化合する物質を含有

L，止tの物質はM白質である事が明らかにされ得た・
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表 3

モルヨドール（0.0Scc)｜ 対 照一｜側流 1~U'l！.自主まず

噌－－a

過
ご
数
一
位
一
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一
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一
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－
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比
一
一
似
一
＃
－

4
－
・

I 3＂寺間後 ｜ 3時m

頭 I2 頭 i7 頭［ •. , ~頭 I 1 頭 I2 目 I1 頭
｜対照｜注入制11／対照l注入側l加｜附111！対照｜注入側｜対照 ｜印刷｜対照｜注入側
｜一 l士 I-I + I -I + I一 I~ I -Iム｜－｜

土 J± I士｜士 ｜土｜ 士 ｜土 ｜土 l士 l土 l土｜土｜＋
作，i以遠は正常な処液1仰jに於いて其のSecと結合する

慨をチ柑f雌ソソ断定量LO拘を得た・

B. 生物学的実験

マウスの皮下組織は起炎苦手jに依って容易に高度の細

胞反応を呈し，生理的食塩水を注入しただけでも極く

軽度乍ら細胞反応を認める事も少くない．然し乍ら従

来の回定梁色法を以てしてはかLる微妙なる変化は到

底鍋む事は出来ないのである．天野重安氏等山方法：二

従えば生体内組織反応を殆んど其のま L検鏡L得る．

更に時間的に経過を追求する事が出、れる．

マウスの背苦f（→lUlの毛をつみ取り，下降性モルヨド
ールの→定量O.OSccをなるべく機械的利裁が加わらぬ

様に皮下に注入する．一定時間後（3時間，24時間，48

時間，72時間， 5・8）に生去たまL腹位に閤定L，モル

ヨド－1i注入部皮膚に切聞を施し泊の周囲皮下組織を

小神経を含んで（此は神経走行に沿い毛細血管が存在

するから）生鮮摘出し， 2枚の物体板に各々手早く薄

く伸展と直ちにノイトラルロート液を以て染色L.,

2～3分以内に検鏡する（超生体染色）．他の一枚は直

ちに空気中で乾燥固定した後メイギムザメイグリ F y 

ワルド二軍染色を行い検鏡する．この操作は温い音l：屋

で・出来るだけ迅速に符う必要がある．

使用マウス18聞（内3碩対照）．

実験成績を綜合すると次の如くである． （表3)

対照実験としては予め予備実験に於いて泊注入局所の

炎症の程度が甚だ僅徴な事を確めた上，局所々見の個

体差を除外する事の必要上， 1）全く処理（注入）しな

いもの， 2）.生想的食温水のみを背部に注入せるもの，

3）同一動物の背側に於いてー側にモルヨドール，他側

に生珂的食塩水を注入するものの三様式を採用した．

1. 対照例（3頭）

“）生略的食塩水を注入3時間後に於ては中性多核

白血球が毛細血管の周図に短めて軽度に遊出した（図

図 l 

図 2 
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図 3

1 ). 大単核Eまは正常組織でも少々認めるが特に反応

性t曽加を示さなかっ仁．プラズマ納胸等は認めなかっ

伊） モルヨドー凡な’注入した動物の反対側から採取

した対照標本で、は異常を認めなかった （図2).

2. モJiヨド戸ル注入例（15顕）

い） モルヨドF /J,注入3時間後から15顕悉く中性多

核白血械の血管外遊出を見た・その程度は軽度で対照

の生理的食塩水注入。場合より精強い程度で与った（

図2). 遊出の時間的経過は3時間後から24時間後ま

では緩慢なる遊出を続け，72時間から減少し始め5日

目コ標本では最早や認められなくなった．之！こ代って

大単核球は72時間までは著明なる増加を認めなかった

が，5回目には軽度の反応性増加を認め，モルヨドー

ルがな、l，存するにも拘らず炎痕の治癒に赴いた事を物

誇っている．

（ロ） なおモ凡ヨドール注入量を2f資にしたが上記細

胞反！芯と異った所見は得られなかうに・

川 プラズマ納胞は動物：二より少数認めたが特lこ炎

府.＇）ための憎加と思われなし・.

（ヰ エオジシ問答好細胞はIマウスの正常皮下でも存在

しておりモルヨドー凡のため楢加を見なかっt:. 

矢野重安氏に依れば炎症を異物性炎痕，アレルギー

性炎症，グイールス性炎症に分類し，異物性炎症に於

ては中性多核白血球l・:l:2時間後から血管外に遊出し初

め （1時間後にけ司、三出現しない） 24時間後に最も旺

盛となろ.：！毛l'...11須から大単核球細胞が出現し始め48時

間後には培養されたかの知く僧殖すろ.4日後；こは次

第に大単篠球細胞中に異物巨大細胞への移符裂が出現

L 5日～6日目には異物細胞の外fこ組織球細胞L結

合織細胞等も現われ治棒、に赴くめである．モ凡ヨドF

Fレをマウスの皮下に注入Lた場合の変化はこの異物性

炎症め極く軽度のものに属すると考えよう．

要するにモルヨドールは動物体内に於いてー適性無

関的急性炎症を惹起しその治癒の経過も一般急性炎症

と同様であるけれども， それは生環的食塩水の場合よ

り補強い税度で極山て刺段性の少ない物質であると考

える．

考 察

上述の実験成績に就いて考察しよう．

化学的実験（1)に依れば製剤としてのモルヨドF ルに

は其作成過程中に，叉は作成後分解産物として介在の 。

可能性ある何らの不純物質をも証明し得ない．酸性物

質，遊離沃度其他の有機緩衝性物質の介在を確認しな

し、．

同実験：2）に依れ（f，モルヨドールは髄液中に於て自

然分解現象所調「泊脂酸敗現象Jを呈し，極めて徐々
に酸性物獲を分解する．時事素学的水解は起，P縛ない．

英の分解度は120時間（5日）にJO-lN•NaOHO.lcc未満

穆度に相当する極めて微量の酸性物質分解である．此

の現象は極めて緩慢に永続すべきF性質を有する．此の

税度の微量物質は発生と共に直ちに殆んど無に等い、

~に稀釈せられ中和されるであろ うから，到底ヨ F ド

1由障碍の原因とはなり得ないと考える．
問実験＼3）に依れば，モルヨドールは弱アールカ9性水

溶液中休温に於いてヨード結合性物質の存在下に比絞

的急速に（24時間以内）油層表聞から沃度を分離する．

同実験（4）に依れば，人の髄液中蛋白質は極めて強力

，なるヨ戸ド結合物質で，その5ccは0.2mg前後の沃度

結合能力のあることが認められた．此等の所見からモ

ルヨドールはへιつ髄液中蚕白質の対ヨF ド結合性に依

って恰も試験管内実験に於けるがま口く，比核的急速に

沃度を分離する事が想像される・この遊離沃度は分離

するや直ちに',Ii白貿と結合して了うから，滋粉反応に

依って液中沃度は遂に証明され得t；＇.、ものと考える・

沃度蛋白は微量乍ら異麗~自体として脊髄院内刺践を
招 ~＜·！＇る因子となるのではなからうか．

街化学実験を綜合制策すると，モルヨドF JI-の液中
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分解に関して化学的に異れる2つの過穆，即ち酸性物

質の分離〈崎肪酸の遊離）と沃度の遊離とが原理的に

独立に生起して居る．此の中化学的にヨード分間程現象

のみにては沃度泊は決して水溶性を磁得L得ない筈で

あるから，本化学実験（2)iこ見られる沃度泊の自然水解

現象は沃度泊!!?i収に関与する唯一つの化学的現象であ

って，此の現象は注入直後から極めて緩慢に長年月に

亘って起るものと考える．前問，岩原氏は脊髄院内に

於いて沃度泊が自由に流動L細滴となって担軽撤される

時は，一混となっている時よりも著しく速やかに暖収

されると述べているが，之は1曲が細滴となり拡散する

事：こ依り表商積を場大し自然水解自信の高まる為と考え

て差L安えない．

生物学的実験に於ては，モルヨドールの皮下注入｛乙

依る生休反応を病想学的に検討し，モルヨドールのささ

体刺俄の強さと炎症掌的性質を追求したものであっ

て，実験動物15例に於ける成績は其の悉くが，注入後

3時間後より皮下毛細血管の周囲に極めて小数の中性

多綴白血球が遊出し初め，以後72時閣総続する．英の

後は大単篠納胞が之に代り沃度油（モルヨドーn）は

備長期間存在するにも拘らず， 5～6日で炎症は治癒

の傾向を示した．止t等の変化は極めて軽徴で検鏡上対
照生環的食塩水注入部伎の変化と一見殆んど変化なき

程で、あった.Ji!Pち沃度は極めて刺草主性少なく，注入後

は一過性に軽度の無菌的急性化膿性炎症を惹起しi約5

～6円で治癒に魁く．此の成績は人休の脊髄院内に短

めて一過性の急性化膿性炎症が注入直後1～2日聞に

起り，約1週間で殆んど全く沈静するという前報一連

の臨駄的事実と一致し，且つ之に説明的根拠を与えて

いるものと考える．

結 語

私達は本邦製沃度泊（モルヨドール，40%，下降性）

の剰J獣性に関する化掌的，生物学的検討を行い次の結

果を得た．

I. モルヨドール製品中に沃度油外介在物質として

遊離沃度，酸性物質｛脂肪酸を含む）を言正明しない．

2. 髄液中に於いてモルヨドールは側めて徐々 に日．

つ緩慢に後量の酸性物質を自然分離するが，之を以て

沃度泊障碍の原因となすためには甚だ微量に失ナる．

然し一方本現象は液中沃度泊I吸収に関与する主なる化

学的過程をなしているものと考えろ．

3.髄液中に於いてモルヨドールは注入後比較的早

期（24~寺間以内）に泊表層に於いて徴量の沃度を遊離

するが，遊敵した沃度は髄液中の？を白と直ちに強聞な

る化学的結合を営むため髄液中に於いて遊離沃度を証

明する事は技術的に困難であるもの‘と考える．

4. 動物マウスの皮下にモ凡ヨド~nを注入し， 組

織炎症反応を病E理学的に検討するに，炎症反応は極め

て僅後にして到康肉眼的所見を以て証明し得ない．検

鏡的にも精密な検討を侯って決定し得べき程度の無菌

的一過性急性化膿性炎症を認め得た．

5. 本生物学的実験成績は前報伝於ける人の髄液中

他覚的所見に一致し且つ之に実験的根拠を与え得た

ものである．

6. 上述化学的設に生物学的検討の結果，本邦拠モ

ルヨドールは樋心て良質且つ安全性に富む優秀なる化

学薬品であると言い得ると思う．

終りに臨み本研究に当り終始御指導，御鞭達を賜っ

た近蕨鋭矢教授に，叉宅物学的研究に際し御助言を得

た本学病開空手教祭天野助教授に対Li喫謝の意を表しま
す．

本論文の要旨は昭和25：年4月，第23回日本整形外科

学総会にて発表した．

本研究は文部省、科学研究費の援助を受け，又第ー製

薬会社からそJLヨドールの試供品を受けた事に誠意を

表する．
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